
Ⅰ．問題と目的
　知的障害（intellectual disability）は米国精神医
学 会 のDSM-5（American Psychiatric Association, 
2013）では、次の3点が診断の要点とされてい
る。①知的機能（intellectual functioning）の障害、
②適応機能（adaptive functioning）の制限、③そ
れらの状態が発達期に始まる。このうち知的機能
について、論理的思考（reasoning）、問題解決、
計画（planning）、抽象的思考、判断、学校での学
習（academic learning）、 及 び 経 験 か ら の 学 習 が
例示されている。これらの例示はいずれも心理過
程（psychological process）に含まれるものであり

（Tanayo, 2011）、知的障害は心理過程の障害を含
むと言える。
　我が国の特別支援教育においても「教育支援資
料」（文部科学省, 2013）で、「知的障害とは、一般
に、同年齢の子供と比べて、『認知や言語などにか
かわる知的機能』が著しく劣り、『他人との意思の交
換、日常生活や社会生活、安全、仕事、余暇利用
などについての適応能力』も不十分であるので、特
別な支援や配慮が必要な状態とされている。」と、

知的機能の障害と適応能力の制限が強調されてい
る。知的機能の障害は様々な学習活動に大きな影響
を及ぼすため、2017年4月に告示された「特別支
援学校小学部・中学部学習指導要領」（文部科学省, 
2018）の「第2章　各教科」では、視覚障害、聴覚
障害、肢体不自由、病弱の児童生徒については、小
学部で「各教科の目標、各学年の目標及び内容並び
に指導計画の作成と内容の取扱いについては、小学
校学習指導要領第2章に示すものに準ずるものとす
る。」（p.78, 下線は著者）とされているのに対し（中
学部は下線部が「中学校学習指導要領第2章」）、知
的障害の児童生徒については、各教科の目標と内容
が小・中学校の学年を基準にしたものではなく、小
学部では3段階、中学部では2段階で示されている。
また学校教育法施行規則第百三十条第二項では、

「知的障害や重複障害の児童生徒については、特に
必要があるときは、各教科だけでなく、道徳、外国
語活動、特別活動及び自立活動の全部又は一部につ
いて、合わせて授業を行うことができる。」（下線は
著者）とされている。各教科の目標と内容を学年で
はなく段階で示すことや、各教科以外も全部又は一
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J-STAGEの合計で284件が検出された。最も古い記
事は1938年、最新の記事は2019年であった。
　２．分析対象論文の選定
　第1著者と第2著者が検出された284件の論文内
容を確認及び協議し、以下の手順で分析対象論文を
選定した。その選定結果について第3著者が最終確
認し、分析対象論文を確定した。
　（1）検出された論文のうち、重複したもの106
件、日本学術会議協力研究団体に非登録の学会等雑
誌論文30件、学会発表記事39件の計175件を除外
した。その結果、日本学術会議協力学術研究団体機
関誌掲載論文は109件であった。日本学術会議協力
研究団体に非登録の学会等雑誌論文は大学等の紀要
を含め、日本学術会議協力学術研究団体に登録され
ていない学会等の機関誌に掲載された論文であり、
登録の有無は日本学術会議協力研究団体のデータ
ベースである「学会名鑑」（https://gakkai.jst.go.jp/
gakkai/site/）を用いて確認した。なお、J-STAGEで
検出されたものは、学会発表記事1件以外のすべて
はCiNiiで検出されたものであった。
　（2）日本学術会議協力学術研究団体機関誌掲載
論文109件のうち、心理過程を研究テーマとする展
望論文以外の論文64件を分析対象として選定した。
除外した論文は、展望7件、指導・支援等26件、
指導・支援以外の事例研究2件、及び施設職員や家
族を対象とし知的障害とは無関係のもの8件、その
他2件（体格1件, 症状論1件）であった。分析対象
論文のうち後述のレビュー対象論文を除く論文リス
トを付録に示した。
　３．研究動向の分析
　第1著者と第2著者が分析対象論文64件の内容を
確認及び協議し、以下の手順で研究動向を分析し
た。その分析結果について第3著者が確認し、最終
的に確定した。
　（1）研究テーマとされた心理過程の分類：分析
対象論文64件について、まず論文内容を確認し研
究テーマに関するキーワード1～2語を抽出した。
次に心理学全般の学術図書（鹿取・杉本・鳥居・河
内, 2020；無藤・森・遠藤・玉瀬, 2018）及分析対
象論文のキーワードを参考に、「感覚・知覚・認知」

部を合わせて授業を行うことは、学習を含め様々な
心理過程に影響する知的障害の特性を前提にしたも
のと言える。そして、知的障害教育においては、知
的障害の心理過程に関する研究知見を踏まえた指導
方法が必要とされる。
　知的障害のある人の心理過程については、ビネー
式知能検査の開発を緒に様々な研究が行われてきた

（例えば, 小池・北島, 2001；梅谷・堅田, 2002）。
本研究では我が国における知的障害者の心理過程に
関する研究に焦点を当て、従来の研究動向及び近年
の研究ではどのような心理過程が研究テーマとされ
ているかを明らかにすることを目的とする。

Ⅱ．方法
　１．「心理学研究誌」掲載和文論文検索
　（1）データベース：国立情報学研究所による日
本の学協会刊行物・大学研究紀要・国立国会図書館
の雑誌記事索引データベースCiNii Articles（以下, 
CiNii）、及び国立研究開発法人科学技術振興機構に
よる日本の科学技術情報の電子ジャーナル出版を推
進するプラットフォームJ-STAGEを用いた。
　（2）検索語と検索方法：我が国では現在用いら
れている「知的障害」とほぼ同義語として、過去に

「精神遅滞」と「精神薄弱」が使用されていた経緯が
あるため（小池, 2001）、知的障害に関する検索語
としてこの3語を用いた。CiNiiによる検索では、
検索フォームの「タイトル」に「知的障害」または

「精神遅滞」または「精神薄弱」を入れ、かつ、「刊行
物名」に「心理学研究」を入れて検索した（検索日
2020年8月11日）。J-STAGEによる検索では、検索
フォームの「論文タイトル」に「知的障害」または

「精神遅滞」または「精神薄弱」を入れ、かつ、「資料
タイトル」に「心理学研究」を入れ、かつ、「資料種別」
としてジャーナル、会議論文・要旨集、研究報告・
技術報告、解説誌・一般情報誌、その他、のすべて
を対象に検索した（検索日2020年8月11日）。
　検索の結果、CiNiiで「知的障害」64件、「精神遅滞」
35件、「精神薄弱」97件が検出された（計196件）。
J-STAGEで「知的障害」10件、「精神遅滞」19件、

「精神薄弱」59件が検出された（計88件）。CiNiiと
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てが搭載されているとは限らないため、2019年は
Fig.1から除いた。最も古い論文は三木（1938）で
あり、1973年が6件と最も多く、1996年以降は合
計7件と減少していた。掲載雑誌別論文数は、「教
育心理学研究」39件、「心理学研究」21件、「発達心
理学研究」3件、「教育・社会心理学研究」1件であっ
た。研究テーマとされた心理過程では「学習」が20
件と最も多く、「情動・感情」は0件だった。「その
他」の内訳は反応時間4件、脳波3件、皮膚電気反
射1件、算数の学力1件、リズム運動1件だった。
　２．近年の発表論文の内容分析
　Table 1に、レビュー対象論文13件の内容を、分
析項目ごとに示した。掲載雑誌は「教育心理学研究」
8件、「発達心理学研究」3件、「心理学研究」2件
であった。同一著者による論文は、田中4件、島田
2件であった。キーワードと研究目的に示された心
理過程については、「メタ認知」4件、「言語・概念」
4件、「記憶」3件、「注意・認知」2件であった。
研究方法は渡辺（2010）を除いていずれも実験研究
であった。実験研究のうち大隈・松村（2013）と山

「記憶」「言語・概念」「思考・問題解決」「メタ認知」
「学習」「注意」「情動・感情」「動機づけ」「性格・パー
ソナリティ」「知能」「その他」に分類した。
　（2）発表論文数と研究テーマとされた心理過程
及び論文掲載雑誌の年次推移：発表論文数と心理過
程ごとの発表論文数及び論文掲載雑誌の年次推移を
まとめた。
　（3）近年の発表論文の内容分析：近年の研究
動向を明らかにするために、分析対象論文64件
のうち1990年から最新の2013年までの13件をレ
ビュー対象論文とし、①著者・発表年・掲載雑誌、
②キーワード、③研究目的、④研究方法、⑤主な研
究結果、を論文から抜粋または要約してまとめた。

Ⅲ．結果
１．発表論文数と研究テーマとされた心理過程及
び論文掲載雑誌の年次推移

　Fig.1に、発表論文数と研究テーマとされた心理
過程及び論文掲載雑誌の年次推移を示した。2019
年は0件であったが、当該年に発表された記事すべ

  

Fig. 1 知的障害の心理過程に関する発表論文数（下段）と研究テーマとされた心理過程及び論

文掲載雑誌（上段）の年次推移 

注）a=心理学研究，b=教育・社会心理学研究，c=教育心理学研究，d=発達心理学研究 
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Table 1　近年の発表論文の内容分析
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Table 1（続き）　近年の発表論文の内容分析
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Table 1（続き）　近年の発表論文の内容分析
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解決」と「注意」は各1件にすぎず、知的障害者の
心理過程全般を明らかにするためには研究テーマに
多様性が少ないと言える。
　近年の発表論文の分析では、1991年から2018年
までの28年間で発表論文が計13件と少ないこと、
2010年以降の3件はいずれも「発達心理学研究」に
掲載されたものであり、それまで最も多かった「教
育心理学研究」は2008年以降掲載されていないこ
と、及び最新の論文（大隈・松村, 2013）ではそれ
まで取り上げられていなかった「注意」が研究テー
マとされ、かつ、指導法の検討と直接関連付けられ
ていたこと、が特徴として挙げられる。大隈・松村

（2013）は、知的障害児の心理過程の研究知見を指
導法の工夫に繋げる試みとして、大きな意義がある
と考えられる。
　菊池（2019）は2018年度日本教育心理学会（第
60回総会）における特別支援教育に関連する発表
39件のうち、発達障害関係が29件と多く、知的障
害は3件であったことを明らかにしている。このこ
とからも現在の研究の動向は発達障害にシフトして

口（2012）以外は、定型発達児や成人の対照群を設
けていた。

Ⅳ．考察
　発表論文数の年次推移から、我が国の心理学研究
誌における知的障害者の心理過程に関する研究論文
は1956年から1994年頃までが最も多く、その後は
減少していることが明らかになった。このことには

「特殊教育研究」（1964年創刊）や「発達障害研究」
（1979年創刊）など、知的障害に関係する学会機関
誌が創刊されていることも関係しているかもしれな
いが、心理学専門研究誌の中で知的障害が取り上げ
られること自体が少なくなっていることを示してい
る。また論文が掲載されていた和文研究誌も4誌に
限られていた。学会名鑑により「心理学会」で検索
すると36の学会等が検出されるが、知的障害の心
理過程に関係する学会等は少ないと言える。
　研究テーマについては「学習」が20件と最も多
かったが、これらの論文は1966年から1984年の間
に発表されていたことが特徴である。「思考・問題
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Table 1（続き）　近年の発表論文の内容分析
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文部科学省（2018）特別支援学校幼稚部教育要領　
特別支援学校小学部・中学部学習指導要領. 海
文堂出版. 

*村越真・山口友介・松本久美（2004）知的障害
児の空間認知能力を評価するためのスケッチ
マップ法と方向指示法の比較. 心理学研究, 75, 
347-352. 

無藤隆・森敏昭・遠藤由美・玉瀬耕治（2018）心理
学・新版. 有斐閣. 

*大隅順子・松村京子（2013）自閉症児・知的障害
児における文字への注視を促す支援教材に関
する視線分析研究. 発達心理学研究, 24, 318-
325.

*島田恭仁（2001）関係情報と項目特定情報の符号
化が軽度知的障害児の記憶に及ぼす効果. 教育
心理学研究, 49, 50-59. 

*島田恭仁（2007）軽度知的障害児の文記憶に及ぼ
す項目特定処理の効果. 教育心理学研究, 55, 
208-218. 

*竹形理佳・古塚孝（1993）知覚プライミング課題
による精神遅滞者の潜在記憶の検討. 教育心理
学研究, 41, 176-182. 

Tamayo, R.（2011）A checklist to define the 
psychological processes. Revista Colombiana 
de Psicología, 20, 321-327.

*田中真理（1992）精神遅滞児の物語理解におけ
るメタ認知能力の役割. 教育心理学研究, 40, 
185-193. 

*田中真理（1994）精神遅滞児の課題解決場面にお
ける認知の特性. 教育心理学研究, 42, 11-20. 

*田中真理（1995）課題解決場面において精神遅滞
児は課題の要求をいかにとらえるか?　 教育心
理学研究, 43, 411-417. 

*田中真理（2001）知的障害者の物語伝達場面にお
けるメタコミュニケーション. 教育心理学研究, 
49, 427-437. 

梅谷忠勇・堅田明義（編著）（2002）知的障害児の
心理学. 田研出版. 

*山口真希（2012）知的障害児における数概念の
発達と均等配分の方略. 発達心理学研究, 23, 

いることが窺われる。一方で、橋本（2020）は定型
発達児、知的障害児、及び発達障害児の3群を設け
て、心理過程（プランニング等）を実験的に検討し、
研究知見を教育や支援と関連づけようとする試みを
行い、3群の違いも明らかにしている。
　最後に本研究の制限を挙げておきたい。知的障害
に関係する学会として日本特殊教育学会が1963年
に設立され、翌年に機関紙「特殊教育学研究」が創
刊されたが、心理学研究誌ではないために検索の対
象としなかった。また、日本心理学会では英文誌も
発行されているが、本研究では和文誌に限定してい
た。そのため検索対象研究誌を広げることで、我が
国で発表された関係論文がさらに検出される可能性
が残されている。
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